
③-2　表示

入力モード、数量の精度の変更ができます。

見積作成画面の表示を変更できます。また、初期の表示モードが

設定できます。

①見積単価入力モード：見積単価のみの入力ができます

②見積、実行原価入力モード：原価と単価の直接入力ができます

③見積、実行原価(詳細)入力モード：材料、工事別で計算から原価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　と単価の入力ができます

e-Put見積画面

【拾い出しの数量精度について】

②見積、実行原価入力モード

③見積、実行原価(詳細)入力モード ↓原価・単価の詳細の入力が可能

①見積単価入力モード

↓原価と単価の入力が可能

※お施主様の前で見積内容を変更される場合でも、
　原価などが表示される心配がありません。

CADで拾い出した時の数量精度は小数点以下第4位を四捨五入し、小数点以下第3位まで表示し

ます。見積書に取り込んだ時点で、設定した数量精度に変更されます。

↓見積単価のみの入力が可能

工事
材料

見積の数量の精度変更、計算方法が選択できます。

また初期値の設定ができます。

※数量精度を変更すると金額に影響しますのでご注意下さい。

整数
小数第1位
小数第2位
小数第3位

四捨五入
切り上げ
切り捨て



見積、実行原価(詳細)入力モード ↓原価・単価の詳細の入力が可能

工事
材料

【見積、実行原価(詳細)入力モード入力例】

例1：材料定価から材料原価を決めたい

(1)材料定価→(2)材料原価掛率　材料原価が自動で入力されます

。

(1)材料定価

(2)材料原価掛率

材料原価

例2：材料定価から材料単価を決めたい

(1)材料定価→(2)材料定価掛率　材料単価が自動で入力されます

。

(1)材料定価

(2)材料定価掛率

材料単価

例3：材料原価から材料単価を決めたい

(1)材料原価→(2)材料原価掛率　材料単価が自動で入力されます

。

(1)材料原価

(2)材料原価掛率

材料単価

例4：工事原価から工事単価を決めたい

(1)工事原価→(2)工事原価掛率　工事単価が自動で入力されます

。

(1)工事原価

(2)工事原価掛率

工事単価

※原価・単価の計算方式は　　　　　　　　→　　　　　　　　から変更できます。

e-Put見積画面
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←全ての項目に対し
原価設定1、単価設定1
に変更します。

クリックで項目選択

この内容で反映する

新規挿入

選択した行を取込

【反映の場合】選択している見積項目を変更します。
　オーセブンCADの数量だけを利用したい場合など

【取込の場合】新しく項目として追加されます。
　オーセブンCADの商品情報も利用したい場合など

※反映させたものの取り消しはできないので、よく確認してから反映しましょう。

③-4　拾い出し

拾い出しリストからデータを呼び出します

←セクション

取込：項目を新しい項目で取込みます
反映：選択した見積項目を変更します クリックで画面比率が変わります

現在のセクション

全て取込：拾い出したデータを全て取込先に移動します

すべて削除：拾い出したデータを全て削除します

クリックで項目選択
※ Shiftで指定した行間全て
 　Ctlrで指定した行を1行づつ
　 選択することができます。

取込んだ項目は拾い出しデータから消えます。

送信した
拾い出しデータ

取込み先
(見積項目)

【取込と反映】

e-Put見積画面

選択した行を取込む

反映元

反映先

反映させる内容にチェック

反映元反映先

③-3　一括価格設定

価格設定を一括で変更します



右クリック

右クリック

グループの集計項目(濃ピンク色)

グループの項目を見積書へ非表示：グループの集計項目のみを見積書へ表示します

　　　　　　　　　　　　　　　　(グループの内訳項目は見積書へ表示されません)

グループの項目を見積書へ表示：グループの内訳項目を見積書へ表示します

グループの複製：グループの項目全てを複製します

グループの削除：グループの項目全てを削除します

グループのセクション移動：グループの項目全てを他のセクションに移動します

グループ化解除：

グループ化を解除します

グループの内訳項目(薄ピンク色)

③-5　選択した項目をグループ化

選択した項目をグループ化します。

クリックで項目選択 ※ Shiftで指定した行間全て
 　Ctlrで指定した行を1行づつ
　 選択することができます。

右クリック

※グループ化した項目がピンク色の表示になります

複数の項目を1行で見積書に表示したい場合など

例：○○工事 m2

　　□□工事 m     →　○△□工事 1式

　　△△工事 個　　　

選択した項目の集計が新しい行として追加されます(濃ピンク色)

通常はこの行のみが見積書に表示されます

選択した項目(グループの内訳項目)(薄ピンク色)

通常は見積書には表示されません

e-Put見積画面

　　　　参考　[見積項目グループ化]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ



タップ

項目編集

※タブレット端末をご利用の場合は、「項目

編集」ボタンから使用できます。

タップ

項目編集

③-6　選択項目の編集

選択した項目に種別(工種)、仕入業者、施工

業者、掛率をまとまて設定することができま

す。

e-Put見積画面

　　　　参考　[一括編集]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

③-7　選択項目の税抜・税込表示の変更

選択した項目ごとに税抜・税込・非課税の設

定ができます。

見積情報の「消費税」で全ての見積項目

の税抜・税込表示を変更することができ

ます。

【見積全体の税抜・税込表示変更】

「税抜表示」または「税込表示」を選択す

ると入力済の項目に関する確認メッセージ

が表示されます。

該当する方を選びOKをクリックします。

※タブレット端末をご利用の場合は、「項目

編集」ボタンから使用できます。



④　マスター台帳： 見積のベースとなる台帳です。マスター台帳を表示、編集します。

よく使用する項目はマスター台帳に登録しておくと、名称、価格などをいつでも呼び出して使

用できます。初期設定ではいくつかの項目と金額が入力されています。編集して自社用台帳を

作成してください。

e-Put見積画面

【マスター台帳の切り替え】

①見積作成画面

マスター台帳の切り替えができます。

作成したマスター台帳は

①見積作成画面　②CAD画面(1)作図画面(2)拾い出し画面

で切り替えることができます。

※編集はe-Putの管理者権限を持つユーザーのみ行うことができます。

検索候補

新規項目：新しい項目を作成します

複製：選択している項目を複製します

削除：選択している項目を削除します

工種整列：工種ごとに順番を並び替えます

並替：項目の順番を指定して並び替えます

表示：入力モードの変更ができます。

作業したい方にチェックを入れ

ます。

・新規にマスター台帳を作成する

使用したいマスター台帳を選択↓

「切替」ボタンで表示が切り替わります↑
新規に作成するマスター台帳の名称

を入力します。

チェックを入れると既存のマスター

台帳を複製することもできます。
・既存のマスター台帳を編集する

編集するマスター台帳を選択し、名

称の変更または削除ができます。



e-Put見積画面

⑤-1　工種設定

⑤　設定： e-Putに関する各種設定です。

⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4

表示されているのが工種整列時の順番、選択

できる工種です。

並び順変更、新規登録、削除ができます。

上に移動→

下に移動→

工種入力欄→
↓登録

↑削除

⑤-2　単位設定

表示されているのが選択できる単位一覧です。

新規登録、削除ができます。

上に移動→

下に移動→

工種入力欄→
↓登録

↑削除

②CAD画面

 (1)CAD作図画面

 (2)拾い出し画面

ファイルメニュー
　→e-Board
　　→e-Putの設定

設定メニュー
　→マスター台帳の切り替え

マスター台帳の切り替えができます。

マスター台帳の切り替えができます。




